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北海道林業試驗場要覧

1

第一章總 說

第一節位 置

北海道林業試驗場は石狩.札幌郡江別町字西野幌伊達屋敷に在bo 

札幌市の東方約20籽,野幌驛を距る西南約2・2籽,札幌市より鐵路約30分 

を要す。

本場は明治四十一年六月に創設せられ,北海道廳の主管に屬し,野幌 

國有林總面積3,426.631ヘクター ノレを以て所屬試,驗林とす。

廳舍は從來野幌國有林の略中央に存せしも昭和二年現在の位置に 

移廳せり。 •

第二節 目 的

本場は本道國有林の經營上切實緊要なる技術的問題に對し調査試 

驗を行ひ,之が成果を應用して施業の改善進步に資し國有林經營の萬 

全を期すると共に本道一般林業の發達に寄與するを目’的とす。尙ー 

而附屬試驗林の公園的風致林たる素質に鑑み,適切なる施設工作を加 

へ,間接に愛林思想の喚起普及並に公衆の衞生保健の發達に資せんと 

するものなb〇

試驗主要事項は大腰次の如し。

1. 育林に關する事項。

2. 保護に關する事項。

3. 利用に關する事項。

4. 森林化學に關する事項。
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5. 森林氣象に關する事項。

第三節 沿革及組織槪要

(一)沿 革

一,明治七年一月開拓使札幌本廳よう委員を派し,札幌近傍の官林を 

調査せしむ。

一,明治十年九月厚別と公林とし,公林內枯木無代伐採と許可す。

一,明治十一年九月厚別公林を更めて官林とし:野幌官林と共に人民 

の伐採を許可す。

一,明治二十三年御料林に編入せらる。

—>明治二十七年御料林を解除し,國有林とし,道廳所管となる。

-,明治二十八年禁伐林に指定せらる。

一,明治三十五年札幌林務派出所所管となる。

一,明治四十一年五月札幌營林區署所管となる。

一,明治四十一年六月石狩國札幌郡江別村字野幌國有林內に林業試 

驗場を置さ,六月一日より開始せらる〇 (明治四十一年六月吿示第三 

百六十一號)

一,明治四十一年十ー月野幌國有林は林業試驗場所屬試驗林となる。 

一,明治四十二年訓第六十八號を以て禁伐林を解かる。

一,昭和八年一月一日北海道廳吿示第一號を以て石狩國札幌:郡江別 

町字野幌國有林內の林業試驗場を北海道林業試驗場と改稱す。

一,昭和九年七月二十一日梨本宮守正王殿下本場並に附屬試驗林に 

臺臨あらせらる。

一,昭和十年八月二十一日朝香宮孚彥王殿下本場並に附屬試驗林に 

臺臨あらせらる。

一,昭和十一年十月七日 天皇陛下本場並に附屬試驗林に行幸あら 

せらる。

一,同日秩父宮雍仁親王殿下並に三笠宮崇仁親王殿下本場並に附
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屬試驗林に臺臨あら•せらる。

(二)組 織

育林,保護,利用,化學,氣象の各部並に庶務課の五部一課にあち,育林部 

以下各部は夫。試驗業務を擔當し,庶務課は附屬國有林の管理,事業實 

行並に庶務,資貸,會計の業務を擔當す。廣島村及江別町に森林主事を 

配し附屬國有林の監護及試驗調査の實行補助を分掌せしむ。

摘當・低名 •位 置 擔當而積

野 幌

廣 岛

札醜郡江别町字四野幌 

同’郡虑鳥村字廣島

ヘクタール2,170.26()
1,25ら370

現在職貝次の如し〇

技 師 技 手 森林主事 雇 員 試驗助手

場 長 1 一 一 一 一 一

雲 任 5 2 1G 2 7 29
兼 務 一 一 — 一 一 一

計 6 2 1G 2 7 29

第二章施 設

附屬試驗林は4,810.780ヘクター ノレにして内3,426.631ヘクター ノレは野 

幌に在り,又1,382.672ヘクタールは上川村古川國有林に在bて森林治 

水保安所々屬試驗林とす。

是を施設別に區分揭記すれば次の如し。

試 驗 苗 网 

同 (借 地)

樹木見木園 

林内移民區•劃地 

史M名勝天然記念物 
衅幌原始林

ヘクタール3.402
(0.397)

1.795
56.529

320.521

虾幌試驗林 

上川試驗林 

擔當値員駐在所共他敷地

計

ヘクタール 3,043.653
1,382.672

1.811

4,810.780
(0.397)
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第一節建設物

廳舍其他建築物の總建坪數は6,135平方米にして共內譯は次の如し。

建 物 名 建 坪 建 物 名 建 坪

曜 舍
手方米1,388 雨 馴 計 室

君5

實 驗 室 210 窒素分・解室 8
標 木 室 284 物 品 倉 庫 220
溫室及硝子室 88 白 動車 々JiK G3
製材及乾燥試驗室 423 定 夫 舍 94
木材加工試驗室 278 厩 會 58
木 材 强 弱 實 驗 室 99 官舍及職貝合宿 1,773
職 工 舍 145 林務官訓練所 2G3
製 材 倉 庫 165 上川川林林水水驗所 201
バルプ及無水ア • 208
"コー,レ工場

森林氣象觀測室 154 計 6,135

第二節桃內移民

森林勞働の供給圓滑を圖る目的を以て,大正十年度に本試,驗林第四 

試驗區內に約42ヘクター ノレ,昭和元年度に第一試驗區內に約15ヘクタ 

ー ノレの農耕適地を選定し,一戶約3ヘクター ノレ宛として19戶分に區劃 

し,農民を移住入地せしめたう。

第三節森林の監護

試驗林を二擔當區に分ち,野幌及廣島兩擔當區員駐在所を置3,各令 

森林主事を配置し監護せしむ。山火防止に關する施設としては造林 

地其他主要なる箇所に對し防火線を設くると共に大正三年以來地元 

部落民をして森林防火組合を組織せしめ,山火の防遏に努めしむ。現 

在!2組合,人員約800名に達せり。

第四節禁獵區

5

有益鳥!獄の保護繁殖と圖り,有害鳥獸驅除法硏究の爲大正三年以來 

當試,驗林を禁獵原に編入せしが,大正十二年更に附近民地を加へ禁獵 

麻となし,當林並に附近に於て一切の狩獵を禁止す。

第五節史蹟名勝天然記念物

試驗林內比較的原生狀態を保持する部分を永久に保存する目的を 

以て,大正十年三月史姑•名勝天然記念物野幌原始林に指定せられたり。 

本原始林は三箇所に介在し,第二試驗區にあるもの92.619ヘクターノレ, 

第四試驗區にあるもの43.716ヘクタール・,第試驗麻にあるもの184.186 

ヘクタ-ノレ,合計320.521ヘククーノレにして,此蓄積針葉樹47,919立方米, 

濶葉樹35,591立方米,合計83,510立方米なbo

第六節林道其他の交一通

林道の總’延長は46,500米にして,本試驗林內を縱橫に貫通す。其內 

中央分水嶺を通ずる約1°,°°°米は主線道路として自動車の運行可能 

なb 〇而して其左右林班界に沿ふて副林道を設く。

电等林道の外,厚別驛よう本林を通過して江別廣島街道に出づる町 

村道あり。基線道路と稱し厚別驛より舊廳舍に至る9.3料なbo

其他札幌,沼の端を連絡する北海道株式會社經營に係る鐵道線路本 

林第五試驗區の一部を貫通し’上野幌驛及北廣島驛あ°。

" 第三章試驗林

第宀節地 況

試驗林は江別I叮及廣島村のニケ町村に跨り,大小二團の林地よりな
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り,一括して野幌國有林と稱す。本道最大河川石狩川の下流,石狩原听 

、の南部,江別川及豐平川の支流令域に位し,東經141度32.0分,北緯43度2.5 

分に當レ森林植物帶上溫帶北部に厕し,中央山脈以西の所•謂西部北海 

道の中央部に位す。

一部原野に接する外は旣墾地に包圍せられ,中央に略々南北に縱走 

する分水嶺ありて,東西に緩斜し,溪流を分派す。地曆は笫四期洪積層・ 

に屬し,林內大澤には第三紀層に屬する地曆の露出を見る。表土 25極 

內外は埴土乃至埴壤土にして,下層は結合度强3埴土よりなる。溪間 

には砂土乃至砂壤土ようなると乙ろあり,往々にして礫を舍む。

第二節氣 候

昭和七年以降昭和十二年に至る六ヶ年間累年平均に依る氣温は年 

平均6度5分にしてー,二,三十二月は氷熱下を示し,年平均最高氣溫は 

1〇度9分,又年平均最低氣溫は2度5分,其較差8度4分,而して最高氣 

溫の極は七,八月に發現し昭和八年七月二十二日の如凸最も高溫にし 

て30度9分を表し,最低氣溫の極は二月に發現し昭和八年二月一日氷 

賺下20度8分を示せり。最低氣溫の零度下に降下する初[.Iは十月二 

十八日にして終日は五月二日なり。

濕度は年平均90.6 %,春冬槪して乾燥豚にして夏秋槪して濕潤なれ 

ども濕度の最小は五月發現するもの多く昭和八年五月十三日は13 % 

の最小を示せり。

降水皐は年總計’171.7耗にして九月最多180耗內外,六月最も駐雨 

にして60粕內外なり。又最多日昇:は九月に發現し,昭和十二年九月十 

一日には日量115.1耗を示し,每時最多降水呆32.8耗を示せり。降水日 

數は全年を通じ204日にして降雪時季に最も多し。

積雪の最深は二月にして129極を示し,同月の平均積雪深は74.8極 

なり。

風向は平均よりすれば全年を通じ南西風卓越せるも最大風速度發

7

現時の風向は北～西寄なるを常とせう。

風速度は年平均3.2米/秒,三,四月最も强大にして九月最も微弱なり。 

最大風速度を示すは三月,十月の候にして,昭和十一年十月四日の如3 

最大風速度22.1来/秒にして昭和九年三月二十二日20.S米/秒之に次く、、。

初霜は十月十日,終霜は五月八日,無霜期間日數155日,年總日數に對 

する百分率42.5 %,降雪初1：jは十一月三日,終日は四月二十五日,無雪期 

間日數19 3日,年總日數に對する百分率52.9 %,又積雪の初日は十一月 

—-[.八日にして終日は四月二十-匕日,無積算期間日數21G日,全年總日 

數に對する百分率59.2 %な!)。

本道氣候の一般と對照するに,氣溫は本道の中腐狀勢に比し冬季稍 

低度と示すも夏季は稍高度を示せり。降水風は西南半島端局所的に 

2,000耗以上の個所あるも之を除外し,普通最多雨地方1,600耗,最象地域 

7?る南東北見地方85〇耗に比し稍中腐に近き狀勢と示す。季節も亦 

略本道中腐の狀勢に屬す。風速度は早春及晩秋よ’冬季に亘り卓越 

するを常とし,昭和十一年十月四日の如邑20米/秒以上の風五時間以上 

繼續吹走し,本道中槪して强風地域に屬す。

尙氣壓其他氣象要素の軌近六ヶ年間累年平均を示せば次の如し。
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緯度43°2.5,經度141。32勺海面上ノ高サ25米 氣 象 累

、ヽ

月

平
均
氣
壓

弱 溫 (C。) 平
均
濕
度

ill! 溫 (C。)

平均
最高

平均

最低

平均

帙

平

差

均

深 サ (cm)
5.0 10.0 20.0 30.0

I 55.2 94.1 98.0 89.9 8.1 79.1 X X X X
n 55.2 94.7 98.7 90.2 8.5 83.3 X X X X
n 54.1 96.8 1.6 93.6 8.0 77.6 X X X X
m 55.3 4.1 8 5 99.7 8.8 74.7 X X X X
V 53.6 9.7 14.9 5.3 9.6 78.8 12.1 10.6 9.5 9.0
VI 53.2 14.6 19.8 10.4 9.3 82.1 17.7 16.2 14.7 14.0
如 52.3 18.6 23.0 15.2 7.7 85.2 22.3 20.7 19.0 18.4
用 53.2 19.8 24.() J6.1 7.8 85.0 22.8 21.7 20.5 19.9
K 55.6 16.1 20.6 11.6 8.9 84.0 18.6 18.0 17.G 17.7
X 56.7 10.1 15.1 5.3 9.8 79.4 12.1 11.9 12.2 12.7
3 57.1 3.2 7.1 99.5 7.6 78.5 4.9 5.1 6.0 6.8

55.8 96.6 0.1 92.9 7.1 79.7 X X X X
年 54.8 6.5 10.9 2.5 8.4 80.6 — .— ・一 一

\

風 速 度 氣 壓 題 (111.11】)

平均 J)-24h) 最大 方 向 0 最 高 H 最 低 日 il咬 姜

I 3.4 (11)19.5 WNW 31 (8)68.8 10 (10)31.8 22 37.0
E 2.9 (12)17.8 NW 27 (12)71.4 14 (11)32.9 1 38.5
DI 3.3 (9)20.8 WSW 22 (9) 68.0 12 (9)17.1 21 50.9
IV 4.1 (11)19.8 NW 4 (9)70.7 8 (11)23.5 4 47.2
V 4.0 (8)19.3 WNW 6 (10)65.1 3 (10)24.9 1 ：40・2
VI 3.5 (10)13.4 NNW 1 (7)61.9 1 (8)39.7 7 22.2
皿 3.0 (10)10.9 NW 16 (8)62.8 31 (11)40.5 4 22.3
用 2.7 (7)12.6 WNW 25 (7)63.6 24 (!〇)

41.5 30 22.1
K 2.5 (7)12.(； WNW 14 (8)66.7 12 (1〇)34.5 2G 32.2
X 2.8 (11)22.1 NW 4 (9)66.4 23 (】())

20.8 4 45.6
3.2 (8)

16.5 NW 17 (10) 7(1.5 30 (8)36.3 17 34.2
瓶 3.0 (10)17.8 WNW 9 (11)71.3

15} (7)38.2 13 33.1
年 3.2 (11)22.1 NW X- 4 (龙)

71.4 H.14 (9)17.1 H- 21 54.3
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年 平 均 表

H 照 降 水 % (m.m) 降水日數 杰發量 (m.m)
1¢ 數(gordan) 總量 最大 Hfi(lO-lOh) 最大1略間択(白記) 0.1以上 (10-10h)
總叶 百分率 不 

1:1
照 
吸

10-l()h 量 H 虽 H (m.m) 理天 [!蔭

102.21 35.1 4 74.7 (8)19.8 15 X X 19 42.8 17.2
98.67 33.0 4 74.2 (1お25.0 2 X X 18 31.4 15.4

146.53 39.8 5 60.2 (9)23.4 13 X X 20 53.5 21.1
176.45 44.() 5 66.7 (!〇)

38.3 30 X X 15 85.7 34.5
160.71 35.5 5 59.8 (9)43.2 13 (9) 6.0 14 13 94.9 51.9
107.50 36.6 5 56.4 («)30.0 30 (7)13.1 27 13 113.7 46.9
138.44 29.9 G 154.3 (8)63.2 25 (8)32.8 25 15 110.0 35.9
148.43 34.6 5 139.3 (8)74.8 18 (7)18.0 4 16 100.7 ゝ 36.7
148.55 39.8 6 181.4 (12)115.1 11 (12)

16.0 11 16 70.7 33.0
154.81 45.5 3 125.3 (11)63.8 3 (8)19.5 23 18 51.7 34.0
96.45 33.2 5 114.4 (8)

45.5 1G X X 21 31.3 24.7
9(X09 31.8 7 65.0 (12)

21.1 5 X X 20 32.6 18.6
1628.84 36.6 G0 1171.7 (12)

115.1 K-11 一 一 204 819.0 369.9

氣 溫 極(C。) 诅 度 (%) 平均 風 向

最 髙 11 最 低 H 較差 最 小 H 風向別冋數 百分率

(7)6.3 7 (9)80.2 4 26.1 (9) 41 3 S7G°53.〇/ヽV 60.0
(10)6.9 26 (8)79.2 1 27.7 (7),(8) 

41
15
13 S22°42.9/W 20.5

(理)8.6 4 (11)81.6 2 27.0 (7) 34 16 S34° 7.G1V 29.8
(12)
39.7 26 (9)92.6 1 27.1 (7),(8),(9)

25
(29< 221的

.S26030.4IV 32.3
(9)28.2 20 (10)97.4 6 30.8 (8) 

13 13 S17Sl.4/\V 45.0
(11) 
湘.3 28 (12)

3.2 12 26.1 (9) 31 10 S 8038.9/'V 60.3
(8)30.9 22 (11)8.4 7 22.5 (9) 33 26 S18M4/W 56.0
(8)30.4 . 4 (7)8.3 2 22.1 (9)37 27 SIOMCIV 41.4
(8)28.2 1 (8)4.1 29 24.1 (8),(12)

39
29

2 S 7°58.9ZW 36.4
(8)22.2 4 (9)(12) 

D8.8
20)
22) 23.4 (7) 29 16 S 6° 5.7ZW 16.3

(10)18.6 5 (9)89.7 9 28.9 (12)
37 4 S51° 4.4ZW 49.7

(11)9.5 17 (12)
84.5 31 25.0 (7),(9) 

43
1

10 S63°18.2ZW 36.0
(8)30.9__ :__

皿•22 (8)79.2 E-1 51.7 («)13 V.13 S25°32.7‘ヽ V 36.7
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悉 饰 ,前年より木年に、
即 <亙る一冬期間丿

稀 別 初 H 終 H f'E 別 初 II 終 H

最低飯溫の零度下に 
降下した初終起H

n 
X-

[]28 月
V-

112 *
n 

V.
II3 fl

IV- 25
霜 ! U X- 10 V. 8 穢 囲 耍 28 IV- 27

霜 柱］甲 X- 29 V- 3 結 氷 日 X[- 1 巧・ 24

最 深 積 雪(前年よリ本年)

月 3 如 I IV V 皿 用 K X 如

H 29 9 2<> /27 / 22 23 3 一 一 — — — — 29 9
深さ(cm) (8)39 (呂) 

41
(1()) 

96 (11) 129
(8) 
121 (8)81 一 (7)39 (7) 41

平均裁雪深 2.0 13.5 37.9 74.8 "1 17.7 — 一 一 ・一 一 一 1.8 13.7

第三節樹種竝に林相

野幌國有林は溫’寒兩帶林の交錯地熙に當b,樹種比較的多く旣に調 

査せられたるもの108種,9變種にして41科,65屬に亘る。之等木本は 

本州,四國,九州に89 %撇太,南千島に56 %,琉球,臺灣に11%の分布數を有 

し,又遠く朝鮮,支那,滿洲帶に分布するもの59 %を占め,更に西比利亞帶 

に及ぶもの14%を含めり。

其主なる樹種名を揭記せば次の如し。

い ち ゐ 科 イチ ヰ。

ま つ 科 アヲ トドマツ。アカトドマツ。ヱゾマッ。アカヱ

ゾマ ッ。

や な ぎ 科 ノヾツ コヤナギ。 ドロノキ。 カラフトヤマナラシ。

ナガ バヤナギ。タチャナギ。

< る み 科 オニ グ"ミ。

か ば のき 科 ヱゾ ノ、ンノキ。ケヤマハンノキ。ヤマノ、ンノキ〇

ウダ イカンノヾ〇 ヱゾノシラカンバ。サハシバ〇 ア

11

ナ

才

グノ、。

ラ。

夕 コ

ナ ナ ズミキナシ。 カマド。 力 ラフト ゾオヱ

ンザシ〇

ザクラ。 ロザク ラ。リ。 ヤ シ

エン ュ。

ノ、ノ ノ、

デイ ゲッ夕 イ 力

ウ モド

イホノヾ ノ、

ギ ア ラ〇 夕 ラノレノヾ

ウ ンボク。

ノ、シドイ。 才グ モ〇 ホ ドイ。ノヾノ、

屬,"、リ 屬,アギリトドマツ,イ以上の內,蓄積大な タヤはる カダ モ,カツ

サダ,ウ ダイキ,ア カンダモ,ホホノチラ,ミヅナラ,シ ナ ノキ,ヤ

して重用せらるるはして就中卜 ド マ

リ,ヤチダモ,ヒロノ、ノトドマツ,ヱ

4 力

本林は卜 ド

林分の構成狀況を異にす。低濕地はヤチダモ,ヱゾノ、相違に應じ夫 々

ナラ。 ラ。クリ。

タヤ。ベニイ

ウ。ヱゾヱ

リ。キ

ッ,イチヰ,ミヅナラ,カツラ,ハリギ

ッを主とする針濶混淆林分なるも局所的に土壤性の

バ等の順に

ッは其半以上を占む。又用材と

キ。オ ユa モ

王。アヲダ

キノ、ダ,ウダ

ノ、V ギリ。コ

ンバ,シナノキ’ホホノキ等なう〇

サ

な 科 ミ ヅ

に n 科 ア 力

< は 科 ヤ マ

か つら 科 力 ツ

も くれん 科 ホ ホ

な し 科 ア ヅ

ホ サ

さ くら 科 シ ウ

ま め 科 イ ヌ

へ んるうた科 ヒ ロ

に が3 科 二 ガ

か へで 科 ヱ ゾ

ヤ マ

くろうめもど3科 ク ロ

し なのき 科 シ ナ

5 ど 科 ノ、 リ

キ,〇

み づき 科 ミ ヅ

え ごのさ 科 ノ、 ク

も くせい 科 ヤ チ
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ンノキースゲ群落の占むる處にして冰濕の減退に伴ひ之にアカダモ, 

キタコブシ,シウリ,カツラ等の混雑を漸增し,地床は多巡性草本の優占 

する處となる。適潤地は針濶混淆林にして,地床はチシマザザ,クマイ 

ザサ,ヱゾイヌガヤ又は羊齒類等夫々優占種を異にし上層林分と相俟 

って複雜なる森林群落を構成す。土壊の理學性良好なる立地は卜・ド 

マツ林乃至トドマツ,ミヅナラ,イタヤ屬の混淆林にして複層•林狀を呈 

するもの多く,地床はヱゾユヅリ」、,エゾイヌガヤ,ツノレシキミ等の常綠 

灌木並に矮小なる腐植性草本の占むる處とな5トドマツの更新狀況 

良好なbo / . ：•：

トドマツー齊林芬に於ける中央木は目通直徑25 — 45極,樹高22 一 28 

米にして,地況,林況に依£其大さを異にするも樹齡は槪して均しく普 

通經濟齡は70年內外とす。但し理學性可良の立地に於ける複層林分 

の樹齢は各齡階に跨り,時に樹齡150年以上に達するものあるも之等 

は被壓前生樹として緩慢なる生長期を經たるもの多く,旺盛なる生長 

經過を示すは槪して70年內外なりとす。次に主要なる濶葉樹は直徑 

.30 — 75極,樹高23米內外のもの多く,樹齢70—300年の範圍にあり,其生長 

經過は年次に依り多少の・優劣あるも前記トドマツの如く特に被壓前 

生樹の時代を認め得ざるもの多し。

第四節施業方針 :

試驗林は之を五個の試驗區に大別す。

當初第三試驗盛(面積423.068ヘクター ノレ)は人工造林試,驗の區域とし, 

第一,二,四,五試驗區(天然記念物野幌原始林を除3 2,620・585ヘクター ノレ) 

は主として天然更新を施行する豫定なbしも,現夺にては各誌驗地を 

通じ,立地に應じ試驗を行ふ乙とに改め,特に試驗種目に依bて地域的 

區割をなさず。

試驗區別に面積及び蓄積を記するに次の如し。

13

試驗區 而 紙

蓄 穢

、針 菜 樹 泗 葉•・樹 ft ：.

第 一

第 二

第 三

第 四

第 五

計

ヘクタール683.696
608.918
423.068
746.077
581.894

3,043.653

立方米128,210
81,243-

92,070
58,296

359,819 -

立方米28,194
65,322

54,250
31,033

178,799.

• 立万来.156,4()4
146,565

146,320
§9が9

538,618

第四章試驗事項槪要

(試驗項目の次の括弧內番號は寫眞の番號なb)

第一節育林部に屬する試驗

其一苗圃に關ずる試驗

(一) 優良種子の保續的配給と發芽性の維持促進を圖る爲,母樹試驗, 

結實年度試’驗,種子貯藏試驗並に發芽促進試驗(34, 35)等に關し試驗中。

(二) 養苗戏の節減と强健なる苗木の生產を圖る爲,地床試,驗,無床替 

試驗(36),條播試驗,根切試,驗(37,38),施肥試驗,乾霜害防除試驗,庇蔭試驗等 

に關し試,驗中。

其二天然更新k關する試驗

天然更新成否の基礎條件と主要なる自然要素の比較硏究に求め,後 

繼維樹の消長が主として土壊の理學性に見たるL/w (L•••••・容氣岛W... 

••・容水兼:)の適否如何に支配せらるる事實の顯著なるを知るに至う (詳 

細は北海道林業試驗場報吿第十二號廖照),其成果に基3之が應用方面 

に對し地拷試驗,地種試驗,林冠疎開と土壤腐植の性狀並に地床植生に 

關する試驗等に關し試驗績行中。即,24)

其三人エ造林は關する試驗

(一)植栽に關する試驗。
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利用目的に鑑み,夫々土性に適應せる植栽並に撫育の方法及び勞資 

の輕薇を目的とし,小苗斜植(30),練床植栽,杠床植栽,枝條被覆(31),連月植 

栽等に關し試驗中。

(二) 品種改良に關する試驗〇

適應性强き鄕土固有の樹種と生長及び材質に於て優る異鄕土樹種 

の近親系との人工交配,接木及び挿木等に依り之等の有利なる特性と 

具有する新品種•の育成に就3試驗中(29)。

(三) 枝打及び除,間伐に關する試,驗。

造林木の生長,形質並に收稚に及す枝打及び除,間伐の影響に關し試 

驗中。

其四 森林の施業經理に關する試驗。

各種關係試驗の成果に基き適切なる森林經理の方法を識るため,林 

分構成に關する基礎的試驗(28,33),生長呈に關する試驗(27),施業試驗(25, 

26),材積算定に關する試驗等に分ちて試驗中。

第二節保護部に屬する試驗

森林に害を及す昆虫,菌類,野獸等の防除に對レ之が生態的硏究並に 

藥劑,天敵等に依る驅除試驗を行ふと共に,更に育林的操作に依る林木 

並に森林の强化,或は生態的環境の均衡を保持するが如さ所謂林業的 

防除對策に關し,螃虫防除に關する試驗(39),天敵利用に關する試驗,誘蛾 

檢索’兎鼠害防除に關する試驗,鳥巢箱應用に關する試驗釦),菌類に關す 

る試驗等施行中。

第三節利用部に屬する試驗

其ー製材遍關'する試驗。

優良製品の生產並に:木材の集約的利用を圖う,收支の關係を闡明な 

らしめ,以て製材業の合理化を進め又他面規格品等の査定並に材質の 

評定等に資する爲,挽材步止試驗,素材と挽材との品等比較試驗,優良製 

品木取試,驗,挽材能力試,驗’收支の査定等に關し試驗施行中。
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其二木材乾燥試驗。

狂の生じ易3缺熙あるが爲,多くは使用せられざる樹種の新用途開 

發の目的を以て之等樹種の人工乾燥法に就き本場獨特の乾燥實驗室 

に依b,一般乾燥に關する理論を究め,之に塞さ短期間に優良製品を生 

產する方法を硏究し之が乾燥スケチ・ユー ノレ(43)と決定し,併せて各種用 

途に應ずる製品を生產し其指達獎勵に寄與せんとし,含水最の季節的 

變化に關する試驗,木材の使用個所に因る含水衆の變化に關する試驗, 

乾燥操,作中に於けるステーミングの効果に關する試驗;43),藥液乾燥試 

’驗’蒸煮試驗,各異の溫度に對應する平衡金水宛の査定,乾燥に因る水分 

の移動に關する試,驗等に關し試驗中。

其三木材加工試驗。

小木片,灌木或は除,間伐木等を利用し之に粉新なる意匠或は特殊の 

形態若くは塗裝を施し工藝品由,42)を試作し,以て民間斯業を指導する 

と共に人工乾燥材を用ひて家具調度類と作製し,乾燥試驗と相俟って 

其適否を決定し又塗裝に因る美的並に防濕効果に關し試驗中。

其四解剖學的性質に關ずる試驗。

木材の工藝的性質を組織的見地より硏究し以て材の各種用途に對 

する指針たらしめんとし,道產主耍樹種の內部構造に關する試驗,道產 

主要樹種の識別に關する試驗等に關し試驗中(44)。

其五材質昭關ずる試驗。

同一樹種にして地方的に材質に特異性を有し,各工藝的價値を異に 

する事實に鑑み之が因由と立地との關係を硏究する爲,產地別比重,强 

度,硬度,靱性或は色澤,木理の精:粗笠に關し試驗中。

其六 其他木材利用に關する試驗。

材の集約的利用或は代用材の生產を目的とする耐朽試驗並に防腐 

保存若くは藥液注入等化學處理に關する試驗を計割中。

其七 製炭に關する試驗。
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除,問伐木利用の一方法として簡單なる伏燒製炭を試驗し,又時局下 

液暁燃料の消豊節約上木炭瓦斯發生機専用に恰適せる木炭生產に就 

き試驗中(45)。

其八貪用菌茸栽培試驗。

椎茸,ナメコ栽培の獎勵に資せんとし,簡單・にして確實なる栽培法と 

して種菌接種法に就3試驗中四)。

第四節化學部に屬する試驗

第一 森林土壊及び施肥に關する試驗。

育林が業の成否を卜する上に重大なる影響を有する森林土壤の性 

質に關する試’驗及び施肥に關する試驗施行中。

其二林産製造に關する試驗。

(一) 製紙,人絹,人繊用バノレブに關する試驗。

主として濶葉樹を對稱とし,其生產を小規模機構に目標を置さ,之が 

經濟試’驗其他機構に關し試驗中(49)。

(二) 無水酒精製造試驗。

鋸屑;製材に於ける廢材を利用,小規模機構を目標とし,之が經濟試驗 

其他機構に關し試驗中。

(三) 林產加成試驗。

笹,樹皮,小枝等の利用價値少3ものに化學的處理を施し有利なる用 

途を見出さんとし,活生炭,樹脂,精7111其他に關する試驗施行中(47)。

(四) 林木の有機組成に關する試驗。

立地と材質の特異性との關係を識る乙とに依b育林技術上に適切 

なる指標を得るを目的とし,基本的試,驗として道產主要樹種の含有有 

機成分に關し試驗中(48)。

第五節氣象部に屬する試驗

替林氣象に關する試驗及び森林の保安及ぴ治水的効果に關する試 
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驗との二種に分ち本揚及び上川森林治水保安試驗所に於て夫々試驗 

中なb (叫51,52)。尙道內各地に設置せる簡易森林槻測所を指境し,其 

觀測成績と年一囘定期報吿として公表す。

第五章其他の事項

第一節樹木見本園に關する事項

本廳舍と去る南東約4料除の箇所に於て面積1コ95ヘクター ノレの土 

地を選び林學並に林業上の參考に資せんがため,明治四十三年以來內 

外産の樹木と移植し,見本園と設定せり。

第二節 標本類及び參考品に關する事項

林學林業に關する標本類及び參考品2.647熙を標本室に陳列す。之 

を大別するに,土壤及肥料3?黜,岩石及び鑛物370熙,植物275黔材鑑191 

慰,林木種子260黜,動物271熙,化學製品37 6燃,木竹製品625黙,模型類 

24點,圖表及び寫眞218職なう。

第三節報吿並に印刷物

試’驗成績は之を林業試’驗報吿として隨時印刷發行せり。昭和十ー 

年に至る迄に第十二號を發行せり。其の目次を摘錄するに次の如し〇 

(一)林業試驗報告第一號(明治四十二年度)

一, 固定苗圃試’驗。(播種,床轡,插條)

二, 人工造林試驗。

三, 林內苗圃試驗。(林間苗圃,樹下苗岡)

四, 機松,蝦夷松天然更新試驗。

五, 製炭試驗。(總說’炭窯內部位置,黑炭窯大小試驗,炭材乾燥量調査)

六, 椎聾培養試驗。

一
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I二)林業試驗報吿第二號(明治四十三年度)

一, 、苗圃試驗。(各試驗の施設及び調査,播種,床替,挿條)

二, 人工造林試驗。(總論,各論)

三’天然更新法試驗。(旣設試驗成績,下木植付赤新,濶葉樹側方天然 

下種,萌芽更新,下種伐,豫備伐,間伐,祈伐度比較)

四,製炭試驗。

(三) 林業試驗報告第三號(明治四十四年度)

一, 苗圃試驗。(種子及苗木の調査,施業方法,保育方法,被害,成積調査, 

播稲,床替)

二, 人工造林試驗。(造林地の位置及び槪況,造林面積,樹・和i及び本數 

成績)

三, 天然更新試驗。(槪言,調査及び成績比較法,現存木欝閉に對する 

試驗,下種伐,下木植付更新)

四, 木炭製造試驗。(乾燥炭材製炭,蟹目の効川,黑炭炭質と之が鑑定

要索との關係,石窯製炭) •

五, 野幌國有林內產主耍林木燃カ調査。

六, 林木形數調査。(樹幹析解,伐採木を利川し,連載法によ い調査せ 

し成績,實積と層積との關係)

(四) 林業試驗報告第四號(大正元年度)

一, 苗圃試驗。(總說,種子に關する調査,播種,床替,挿・條)

二, 人工造林試驗。

三, 天然更新試驗。(擇伐更新囘歸年比較,傘伐更新及び擇伐更新比 

較,調査材積と實測材積との關係,形數及び利用率,層積と實積と 

の關係,トドマツ樹體解剖)

四, 木炭製造試驗。(栖崎式製炭法,炭材部分に對する木炭試驗,炭材 

比重と木炭比重との關係)

五, 椎即・培養試驗。(椎華發生成績表,四十三年以來設定試驗の槪要)

(五) 林業試驗報告第五號(大正二年度)
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-,苗I的に關する試驗。(種子に關する調査,被土,播種呈,覆薬取除期 

比輟,日覆法比較,播種手入法,床替期節,庇蔭,根切,床替距離,床替當 

時の乾燥,床替の深さ,トドマツ天然苗移植,挿穂の長さ比較,挿穂 

を取る部分の比較,挿方方向,採取及び挿方期節).

二,間伐試驗。(設定方法,單級法に依る比較,選定木に依る比較)

(六)林業試驗報告第六號(大正四年度)

主として從來實施せる製炭試驗の成紐と取經めたるもの及び角窯 

に對する調査にして次の如し。

一, 築窯に關する硏究。(炭窯の形狀,炭窯の大小,特殊炭窯,佐倉窯,槍 

崎窯製炭,炭窯の選擇に就て

二, 製炭の方法に關する硏究。礙材の割方大小比帙乾燥炭材製炭, 

上木使用の可否屈崎窯に写ける熱火,佐倉製炭にむける蟹目の 

効用,栖崎窯に於ける嵐入法,烟孔及風孔大小比較,製炭法の選擇 

に就て)

三,角窯製炭試驗 。(緖言,試驗地,炭材炭化法’試驗結果,結論)

(七) 林業試驗報告第七號(大正五年度)

一, 苗圃に關する試驗。(カラマツ,トドマツ,ドイツタウヒ,ドイツァ 

カマッ,ドイツクロマッ:ストロウブマッ苗木養成,種子に關する 

•調査,播種,移植,苗木養成費調査丿

二, 林木形數,利用率,丸太材積並に層積に關する試驗。(樹幹形數及 

び利用率の調査,トドマツの元口よう末口に向ふ直徑減少度調 

査,層積と實積との關係)

三, 樹木發す,開花麻實,成熟,樹葉及び樹液の流動等の時期に關する 

調査。

(八) 野幌國有林野生植物調查報告書(大正六年度)

—,野幌國有林の位此地勢及び氣候。

二, 野幌國有林內に自生する顯花植物並に羊商植物目錄。

三, 野幌國有林野生樹木。(野幌國有林所產樹種目錄,種名檢索表,地
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理的分布,植物景觀期生植物の利用,附有毒植物,學名索引,和名索

引)

(九)林業試驗報告第八號(大正九年度)

一, 木材水分に關する試驗。(木材含水冕’木材の林內外に於ける空 

氣乾燥に依って生ずる重量の減蛍)

二, 木材の收縮に關する試驗。(木材の自然乾燥に依る容積の減縮

弛・板材,角材の收縮)

(+)林業試驗報告第九號(大正十年度)

一, 森林の風速に及ぼす關係。

二, 械糖に關する試驗。

三, 北海道產樹種の薪炭燃カ試驗。

四, 榴松の收’額表。

五, 北海道產樹種の軍寧含有量。

(十一)林業試驗報告第十號(大正十三年度)

一, トドマツ天然更新に關する試驗。

二, 野幌國有林に於けるカラマツ及ぴドイツタウヒ幼齢林の成績。

三, 千島產マッカレノ、に關する調査報吿。

(十二)林業試驗報告第十一號(昭和二年度)

一, 圃地に於ける樹苗生長調査。

二, カラマツ林の枝打に就て。

三, カラマツ四種の生長に就て。

四, 天然更新トドマツ林に對する後伐試驗。

五, 野鼠の被害と防除に關する硏究。

(十三)北海道林業試驗場報告第十二號(昭和八年度)

天然林に於けるトドマツ稚樹の消長と森林土壤との關係に對 

する硏究

本篇は北海道廳技師林學博士石原供三の硏究業蹟にして,試驗 

地の槪況,林分構成狀態並に地被植物に關する調査,トドマツ稚
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樹の存續消失の經過並に形質に關する調査,土壤の形態的調査, 

土壤の理學性に關する考察,土壤の化學性に關する考察,結論の 

七章より成る。

(十四)野幌國有林植物調査書(昭和九年度)

瀝に發表の北海道應囑託理學博士工藤祐舜の調音に係る野幌國有 

林蜉生植物調査報吿書を昭和九年北海道廳囑託股學博士館脇操,北 

海道廳技手松江賢修の共同により改訂せり。

(十五)野幌國有林の動物(昭和九年度)

北海道廳囑託股學博士犬飼哲夫をして野幌國冇林內の動物相(昆蟲 

類を除く)の調査となさしめ,主要なる種類及生態に關する槪要と發 

表せり。

(十六)野幌國有林內の動物調査書(昭和十一年度),

昭和九年度「野幌國有林の動物」を改訂增補し,第二版を發表せり。

(十七)北海道林業試驗場時報(昭和十二年度)

第1號 トドマツ苗の施肥に就いて

第2號 鳥巢箱架設上注意すべ3熙に就て

第3號 培養菌糸による椎茸栽培に就て

第4號伏燒製炭に就て

第5號樹高曲線

第6號 練床植栽(Brikettpflanziing)に就て

第7號 森林群落より見たる施業の方針に就て

第8號 杠床植栽(Rabattpflanzung)に就て



一 23, U —

土壊理學性と稚刷の消長(23)

本道天然林中主林木として分布卅;•域廣大に 

して蓄積又大なろトドマツの天然更新上其成 

果あ充分期待:すろ為には,少くとも幼齡稚樹 

の存緻消失の關係に就S研究する:と極めて 

重要なるに鑑［み,是が天然下秫により發生後 

少くとも10年生に至る間の消長と環境因子と 

の扣關關係な研究せる結果,土壤の理學性殊 

に容氣址と容水衆との比率L/W0適否を考祭 

することの極めて正要なることあ結論せらる 

るに至れリ〇

I・ 土壤理學性可良にして,幼齡稚樹の發 

生存緻可・なる相地〇

R• 土壊理學性不反にして,幼齡稚樹存楸 

不良なろ林地〇

M・ 土壤の,7wとトドマツ椎樹消失率との 

相關圖。

一 23, I 一



一 24, IK -

一 24, IV-

土壤理學性と地床植生(24)
均しくトドマツに依りて構:成せらるろ 

林分に於ても地床植史は土壤の理學性に 

依り著しく相違す。

I- II •は土壤の理學性昆好なる立地 

に於けろトドマッ——常絲灌木,I町植也 

草木群落の地床を示し,

IK-1『•は理學性不莫なる立地!-於げ 

るトドマツ——シ幻排落の地床にして, 

IKは優占秫たるシダ類な示し,IVは其下 

層植生なり。

V・概して理學性不寫區は優良區に比 

し草木の称類多%も木本の稀類とさ倾向 

あり,而して草本,木本兩種秘•間には样 

逆的相關關係あり。

一 24, I -
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孔狀更新試驗(25)

一 25,1[-
天然林の複雑なる構成に應じ,單 

木的揮度と併用して樹木群な單位と 

せる孔狀伐採に依り林分の經濟的利 
用と合理的育林を計りつつあり〇

I.は糟植に’希み,理學性に比し 
化學性页好なる士•壤なるな•以て之が 
更新は四年生養成苗の植栽に依れ 

リ。(第40林班試驗地)

II-は土壤の理學性反好なるな以 
て主として天然更新を勤待し,孔狀 

内部には潤葉俄樹を殘"して二ケ!|1 
トドマツ養成苗を斜柿し,林緣は蝠 

15米にみ:リて適(JJなる掩起しな行ひ 

下種な促すものとす。(第三施・果區, 

孔状部林緣より孔!伏內部な望む。)

トドマツ撫育試驗(26)
土壤理學性反好なる址域に對し天 

然吏新稿目的とせる前更作業か施し 

たるものなろが,トドマツ加:に;閭 

葉稚樹の牛.育極めてK好にして,除 

伐,枝打等の撫育操作I :依り之が生 

長の促淮と酒ftとを圖りつっおり。 

い圖は第«林あ1()號試驗地の撫育伐 
後の旺盛なるトドマツ稚樹の生.育狀 

況を示す。

一 26 一
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一 27, BI

一 27,汗ー

施業經理に關する試驗(27)

森林經理に當リ地位級の住定i! 土地生一 mカの合理的利用と適催なる施業方釘•とな樹立する上に意義ん 

有すろものにして,當試驗林のトドマツに關する一例あ•解ぐれば次の如し。

［・各地位級に於けるー齊林分の樹高仙線

U • ［等地に於ける中央木の樹高生長仙線

in.［等地に於ける土壤の斷而

W-［等地に於ける根系の一部

I等地は土壊的に見て深度大・適潤,疎恢,冇機質の含・冇適堆にして化學性に優ると共に理學性に於 

ても極めて良好なザ。亦根系も下層深くまで縱構に伸展し牧多の支根,吸收根を分岐し發達極あて良好 

なり9

I芋此

H孚止

糾 
あ cn

紺 

高 
け)

一 27, I —
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一 28, m —一 28, I

一 28, ][ — 一 28, IV 一

森林群落より見たる施業方針(28)

森林は複雑なる冇機的植物社會なるを以て,之が施業に當りては立地,群落,移相並に成立等に應じ 

夫々適切なる方法な採らざるべからず〇森林群落に關する糾在は之が施栗の基礎たるものにして,當試 

驗林に於ける汲潤址薜落の一例か艰ぐれば次の如し。

I .If.はヤチタ・モ,エゾハンノキ——スゲ畔落

沮械たる低濕地に於ける祥落にして,圖示の如くスゲ類の間に多數のヤチダモ稚樹の發生を見, 

植相遷隆上安定せろ林分な搆成す。

ll[. IV•はエゾハンノキ,アカダモ,ヤチダモ——多巡性草本群落

前者より濕洲度な減ぜる地質土壤に於ける群落にして,アカダモ,キタコブシ等の混淆な増大し, 

地床も多巡性大型草:木の繁茂優占する處となり,草木の秫類極めて多し。



一 29, I -

-29, m -一 29, If -

-29, IV -

品種改良試驗(29)

绷土樹称及異邠土樹神の近親系のLの 

な選び人工交酉!!により最も優良なる新品 

種の冇成試驗を圖る。

I.千岛カラマツ,:勅鮮カラマツ’信 

州カラマツの建秫(花粉飛散期に於ける 

U址花の修態及苞片の色の變異)

樹 種 苞片の色

1- ••"千鳥カラマッ 濃 紅 色

2・ ・・・ 〃 絳 色

3- ・・・ 〃 帶黄綠色

4・ ・・・ 〃 帶絳黄色

5 •・朝鮮カラマッ 帶綠黄色

6- ・・・ 〃 〃

7- ・・・ 〃 緣邊淡紅色

8- • •・ 〃 〃

9- •・ 〃 〃

1() •信州カラマッ 淡 絳 色

31- ・・ 〃 淡 紅 色

12 - ・・ 〃 紫 紅 色

13- ・・ 〃 淡 紅 色

アチトドマツ赤芽品種の若き毬果

Hl- アチトドマツ靑芽品備の若き毬果

皿 千烏カラマツ母樹の袋掛狀況



一 30,][-一 30, I -

～ 30, ||[ 一 - 3〇, "IV 一

-30, V -

小苗斜植試驗(30)

土壤の表層最も理學性反好なる部 

分に於て可及的木來の組・織な破壊す 

ることなく,トドマツの背地性か利 

用し淺く斜・村]するものにして,活 

着,生.•甚極めて:K く養ー苗,運撤及植 

付後等の節減上著しく効果的なリ〇

I- ][• ■・斜植の方法

IV•斜植-•年後の七育狀況

V・斜植試驗地



枝條彼覆のトドマツ上 
佃生長に及ぼす影理

トドマツ枝條被覆試驗(31)
林地又は植栽木の根元に於ける枝條被 

覆は土瑰の理化學性を良好にし,間接に 

I!雜草の繁茂な防ぎ,林木の生長に極め 
て効果的なり。

トドマツ柚栽木に關す〇昭和五年iり 

同八年に至る四ヶ年間の結果li ！圖の如 
し。木結果は立地條件により異り,乾燥地 

或は腐植の缺乏せる脊惡地等に於ては効 

果最も顯著なれども,多濕地,腐植に富め 

る地に於ては共効果顯若ならず。(LL)
クロエゾマツ人工植栽林(32)

木林は天然分布より兒て・南娜に近きが 

故に其成林の純過は恤めて興味あるもの 

なるが,同一地域內に於ても局所的に生・ 

長極めて不良にして毬呀虫類の激害を蒙 

りたるところあり。之が生育狀況に關し 

K,巾席,不良の三區に分ちて其生長紳路 
及氣象的［mに士地的因子との關係か試驗 
巾なろが,地下水位の高低と密接・なる相 

關々係な冇すろことな認,む°(I・北・皿・)

くろえぞまつ植栽林の連年上長生長

宀



一 33, n —一 33, I -

一 33, IH 一

造林成績に及すのい
土壤性の影響顷刀

小灿城の造林地に在りても局所的 

に植栽木の生長に相違花來すものな 

るが,之が原因に就て探求の結果, 

土壤性の相違が根系の發育に影裨 

し,延ひて地上部の生長に及ぶもの 

なるを認めれり〇

I.大正六年植栽のトドマツ造林 

地にして前方は」:.艮不瓜個所( 

木の脸高直徑5.71粧,樹高3.62米), 

後方は生.辰K好個所(標準木の胸高 

直徑7.55神,樹高6.95米)

______土壤理學性り、V _ 
〇—] 〇 J 2()〜3()顷)〜50

生長 反 44.00 34.93 23.25

生辰不性お.:3」!4.0() S.70

II .生長良好なる個所の標準;木の 

根系

Iし生長不食なる個所の標谁木の 

根系



一 34, I 一

一 34, I[ —

一 34, JU 一

トドマツ種予低溫發芽促進試驗(34)
(春摇成績の一部)

I・室內層・Rt (發芽明・舂2/6)
II• 土室層積(發ダ明春2/6)
111•雪中層祇(發芽翌春2/(；)

⑴10011間層・積,(功)無躁[昔,(5)(50日冏層威, 
(G)50j|問層・福t

IV・低溫像厝種子(5011問層・哉)の厕地に於ける發 
芽經路

V -低溫像排柿子一年生・苗幹長

トドマツ種子の發芽を页好ならしむるには充分なる 
後熟九•必要とするものにして後熟は實驗の結果・低濫 

5'Cに於て最もよく促進せらるる事實.{.り之な應用上 
に移し,春搖柿子な融雪期に於て各々溫厦の異なる室 
內,土室,雪中の三個所に層祂し圃地に播孤せろ成紡 

によれば發芽率,發芽勢及幹晨等孰れん無僕惜極子よ 

リ著しく好・成績を示し,土室のもの最!f,雪中之に次 
ぎ’室内劣る。
斯の如く低溫I保}普により春播刊j子の成績を充分向上 

し秋播に比し避色なからしめ得れV] 〇



一 35, I -

P迅5牡

一 35, E -

貯 藏 試驗(35)種 子

マナラヤ シ

發

容摇,乾燥削等を異にして行ひたる貯藏試驗成績・に依れば容器は密封

150日間貯藏"の發芽城績の一部 

I,室內貯藏秫子の發芽狀進。

1|[,室內听藏稀子發芽カ減退經•路。

K-
IV-

ヤマナラシ称子な用ひ,貯藏個所, 

し,乾燥劑は强力なるものを典好とす。

低溫器貯藏(〇© 秫子の發芽狀態 

低溫器听藏秫子發芽力減退純路。

率(物芽

室內 井戶 土室 低溫器

1.布袋貯蔵 () 〇 〇 41.8
2.壌密封!rP藏 () 〇 1.9 85.7
3.噗密封(乾燥劑木灰)貯藏 50.4 58.7 07.6 84.4
4.様密封(乾燥劑乾土)貯藏 0.3 11.5 21.0 87.4
5.蟻密封(乾煙劑期化石灰:!貯藏 77.9 88.3 87.6 8G.0

一 35, I -
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無床替試驗(36)

① 書通床替苗 (2)鉢付床督苗
③据殺根切苗 @据!15苗

以上はトドマツ五年生苗にして,四年生第二冋床替期に 

於て据置の儘枳切か行ふとさは根部鑽根の發生を促すか以 

て床传〃村略し從って經我を節糸勺し彳!}•るに!リ有利〕にして 

且根切苗は床咎吊に比し枯狙の憂なく生長旺盛なり。

M 別 幹:币: 根皿

据置根切苗 127.扮;
欧76.60

床替 i'i'i 58.00 42.40
据置根切試驗 (37)

(於据置年)

トドマツ四年生苗

右方,無•切苗・ 左方,根切苗(四裡:二方切)

トドマツ苗は床捋翌年の据置に於て根系疎辰と•なり又秋

芬な發生すること多3結果:山出後不成績加來す虞あるに對

し据毓根切な行ふとさは之か仰制し得。

秋芽發生比較

W 别 苗 齡 發生率指數

三梅二方切 四年生(秋) 10.4
三W四方切 四年生(秋、 G.8
撫 切 四年生(秋) 100.0
PM梅四方切 五年生(秋) 18.4
三極二方切 五年生(秋) 5.3
無 切 五年生(秋) 100.0



■- 38, I

一 38, IK 一

I・ 一號型根切器(一人用)

][・二號型根切器=(二人用)

1K-三號型供切券(三人用)

木器は孰nも木場考案によろものにし 

て地上より主として苗木の側根を切るを 

特長とす。從って根切に當リ苗根に動搖 

を與ふろこと少く又根切强度を調節し得 

て操作容易なリ〇

根切功程

圃地1()0坪(床地观坪)

拓木密度(坪當り144木植)

根切程度(二方切)

1號型0.5G 襯型().45 3號型0.28



一 39, I -

•蟲防除試驗 (39)

111 .トドマツオホアブラCinara 
todocolus Tnonye の寄生木

VI.造林地に於けるトドマツオホアフ・ 

ラの被吿杞 最近三ヶ年間の被害)



烏の巢箱に關する試驗(40)

一 4〇, I

I.當場考案の實用巢箱 

目下木史式の巢箱ん用ひ試驗實 

行巾なろが利川成結極あてK好 

なり〇

1[•巢箱內にて四十雀の抱卵

m・アカエゾマッ造林地の保殘 

木に架設せる鳥巣箱(四十 

雀の利用せろもの)



一 41,I 一

一 41,J[—'-

木材加工試驗顷ー)(41)

I・額川Lはホホノキ,木釦にはツリバナ,ハンノキ,アヅキナシ等,肉池はセンノキを利用し,エゾエ 

ンゴサク,エンレイサウ,コウモリサウあ浮彫りし,又ミヅナラの葉或は果實,ツリバナ其他植物 

類より取材し,カッラを用ひし黄セットは牧舍の感じを取り入れ,肉池,ぺ> 1111.1Zブナな,ステッ 

キ握りにヤマモミヂ,アヅキナシな用ひエゾウサギ,犬,小烏等の形秘木彫せしものなり〇

][・カッラ,センノキ,イチヰ等の小木片に緬羊,山羊,コノハヅク,水禽等な題材とせろ木彫酒・物及 

涅侔の動物,鳥類を木彫として應用加咪せる香盒,灰1111,ブックエンド類。



木材加工試驗(其二)(42)

[•カッラ,イタヤ,ブナ,カパ,クIレミ,ホホノキ,イチヰ等の材にヤマモミヂ,ヤマブドウ,ッタ 

ウノレシ,ササ等な題材とし,薄肉或は線暗を施し,小箱・にはオニグルミの實を象眼せるもの,花瓶 

及卷眞入は旋作にiろ木理の艇化及材色の芙を應用せるものなり。

II・額縁は間伐木,除伐木な利川すろものにして寫狂に示せるはオニグルミ樹皮の持味を應用ぜるも 

の,壁掛,ベン卯,肉池,ベーパーナイフ,茶匙はセンノキ,カッラ,シナノキ,イチヰ等の材を 

用ひ,馬,ウサギ,リス,キッッキ,ペリカン等な圖案化せるもの,牧セットはミゾソバを,イ 

ンクスタンドはヤマモミヂ,イチヰに材色及木理の自然美と農夫の木彫を加味扉合して作製せろ<

— 42, I —

のなり。





木村の解剖學的性質に關する試驗(44)

一 41,n 一

IV.泌海材の繊維長(1〇()個の平均侦:)
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一 45,丘一一 45, I

一 45,][一

—45, II！ 一

一 45, V —

製炭試驗(45)
I・伏燒製炭に於ける炭材積込み

II•同上覆柴

Bし同上被土

IV•製 品

V・木炭瓦斯發生嘰



食用菌茸栽培試驗(4G)

一 一46, I —

I •・椎:11培養苗糸(神:菌)

『椎此栽培試驗地癖せ込みの状況

IV-椎邓の發生

IR・同上带起しの狀況

一 46, IV —



筏活性炭收造試喩 林產加成試驗(47)

IL•猫酸法に依る湘葉樹バIレブ收拈 

II[.未晒パ[レブを漂白精製せろパ,レ

フ・の組成

林庶加成試:喩の一部,笹丸•原料とすろ活性炭生.成試瞼 

の域績にして,之が吸收カ地加の目的を以て各種の云:!圻 

な吹き込みつ < 1000°Cにて再燒・成せろものと更に之等 

にアルカリ處理な施し生・成せるものとあ•比較するに,水 

蒸気か吹込みつ、!ooo°Cにて再燒し之にアノレカリ處理を 

施せるもの技も効果的にして,之に次ぐは!ooo-Cにて再 

焼し之にア,レカリ處理を施せしものにして,他は殆、んど 

効果的ならず。

木材冇液紐成

パルプ製造試驗(49)

チップな稀硝酸にて短時間杰解すれば黄色となる。之 

を燧波より分離し,炭酸理達にて.忙沸ぜば黒爾色となる。 
叩浙等の操作を經て未哂パ,レフ・となり更に精製して純白 

・なる・!澳パ,レフを得〇 ( I )

灿:製パ,レブ組成

生
・
成
炭
の
メ
7-
レ
ン
ブ
ラ"

吸
收m

の
比
輟
败

木材の有機組成試驗(48)
樹仙に應じ木材のの成,可溶性物質,繊維索, 

リグニン,ペントースの含風な異にするのみなら 

ず同一樹種に於ても幹の上部,中部,下部に於て 

乂同一部に於ても邊材及心材によりて異る。

一 49, I -



G・各秫測葉樹の繊維(7備)—49 IV —
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氣 溫 濕 度

林外 林内 林外 林內

94.0 93.6 7S.0 83.3
96.2 95.9 HI.0 85.7
98.1 97.9 76.9 81.1
4.7 4.2 73.0 78.5
8.9 8.7 78.4 84.6

14.2 13.9 78.2 85.4
20.8 20.4 8().6 93.1
21.0 20.4 81.9 90.7
15.9 15.3 81.4 $)2.3
9.7 9.2 78.1 89.5
2.7 2.4 7財 87.1

94.5 94.4 82.1 88.9
6.7 6.4 79.5 邸•7

一 50, I —

I.林內氣象觀測所

-50, I［一

林內外氣温濕度比較表

森林內水分經濟試驗(50)

][・柚抻流ード水•虽捕水竖置

'、秫乖

間、

氣 溫 濕 度!

林外 林內 林外 林內

2 4-7 4.() "6 92.5
4 3.(> 4.4 87.8 93.0
6 4.5 4.2 87.2 93.1

6.5 5.0 80.8 91.8
8.8 7.4 71.0 83.3
9.8 8.S 67.2 7().6
9.8 9.2 67.4 75.3
8.7 8.5 72.2 79.5
7.1 7.4 78.8 84.2
5.9 6.3 83.5 88.3
5.4 5.5 85.3 90.8

24 5.0 5.3 86.2 92.0
平均 6.6 6.4 79.5 86.7



一 51,I 一

積雪層・の沈降袖雪試驗(51, I, II)

昭和十二年度試驗結果に見るに敬雪は積雪直後よ 

リ質な建じ急激に沈降して或程度に達したろ後は急 

激なる陋化なく徐々に沈降し又多少の融雪を繼緻 

す。布して融雪季に於ける氣溫の上昇,降雨等にょ 

vj表而! vj融8?水として下層に滲透地表に達し,雪 
而より無發すろ水衆は其密度の大小に關係するも融 

雪滲透水に比し約12%に過ぎず。

一 52, I —

秋雪の力學的重厘試驗(52, I, ID

徑2棚 長さ15裡の鐵枠及トドマツ丸株の 

固定し,水乎に祇雪中に裝!Sし,弑雪の増加亜に密 

度の袋化に伴ふ水平並に垂直方向に於けるI11I折度の 

連緻碰化を測定せるに,昭和十二年冬季に於ける結 

果に依れば垂直方向の雄化は袱雪と其密度のや大, 

積雪粒の相互凝結に伴ふ剛性の增加に從ひ・I曾大する 

ものの如く又水乎變化は連紙的麼化な示さざろも期 

間巾の愛異總部は南側木枠尖喘に於て朿に5糠,束 

側緻棒尖蝴に於て南に5槐の異動を示せザ。

雪害の理學的硏究の一部(53)

53

積雪層・の斷面は一見一一様の白色を呈するも特利!の 

加熱操作を施すとさは多數の層を現出す。寫反中黑 

•色の楮線は水分あ吸收したる吸水層にして,其他 

の個所は吸水・せずして水分 あ透過・する不吸水層と 

1〇
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